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ポストスクリプトを作成または更新します

新しいポストスクリプトを作成する
か’default_install_directory>\plugins\backup\create\postで使用できるスクリプトを使用し
ます

このタスクについて

スクリプトを SnapManager 処理のコンテキスト内で実行できるように、特定の方法で構造化する必要があり
ます。想定される操作、使用可能な入力パラメータ、および戻りコードの表記規則に基づいてスクリプトを作
成します。

手順

1. 新しいスクリプトを作成するか、使用可能なサンプルスクリプトを使用します。

2. 必要に応じて、関数、変数、およびパラメータを変更または含める。

3. カスタムスクリプトを保存します。

4. ポストプロセスタスク仕様 XML ファイルにスクリプト名と必要な入力を追加するか、適切なスクリプト
と入力パラメータを選択して GUI からの入力を指定します。

タスク仕様 XML ファイルにセカンダリストレージの詳細を指定する必要はありません。

ポストプロセスのタスク仕様ファイルを作成します

SnapManager を使用すると、 SnapMirror または SnapVault ポストスクリプトを含むバ
ックアップ処理用のポストプロセスタスク仕様 XML ファイルを作成できます。スクリプ
トを使用して、バックアップをセカンダリストレージにミラーリングまたはバックアッ
プできます。

手順

1. 新しい XML ファイルを開きます。

サンプルのタスク仕様XMLファイルは’default_install_directory>\plugins\examplesにあります

2. スクリプト名を入力パラメータとして追加します。

3. タスク仕様 XML ファイルを保存します。

ボリュームをミラーリングするには、ポストプロセスタスク仕様を使用します

SnapManager for SAPでは、Windows環境でバックアップ処理が実行されたあとに、ス
クリプトを使用してボリュームをミラーリングできます。

手順

1. タスク仕様 XML ファイルを作成します。
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2. XML ファイルで、入力パラメータとしてスクリプト名を入力します。

3. タスク仕様 XML ファイルを保存します。

4. 次のコマンドを使用して、セカンダリストレージへのデータベースの保護されたバックアップを作成しま
す。

保護されたバックアップを作成する際には'-taskspec’オプションの後に’保存されたタスク仕様XMLファイ
ルの完全なパスを指定する必要があります

例：「smsapbackup create -profile test_profile -full-online-taskspec」C：\\mirror\\snapmirror.xml

次の例は、 Data ONTAP 7-Mode を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造を示しています。

#     <post-tasks>

#               <task>

#                   <name>Mirror the backup</name>

#                    <description>Mirror the backup</description>

#               </task>

#             <post-tasks>

clustered Data ONTAP を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造の例を次に示します。

# <task-specification>

#              <post-tasks>

#                  <task>

#                   <name>"Vault the backup for cDOT"</name>

#                    <parameter>

#                    <name>SNAPSHOT_LABEL</name>

#                   <value>TST</value>

#                    </parameter>

#                  </task>

#                </post-tasks>

#              </task-specification>

#            </preposttask-specification>

qtreeを格納するには、ポストプロセスタスク仕様を使用します

SnapManager for SAPでは、Windows環境でバックアップ処理が行われたあとに、スク
リプトを使用してqtreeをバックアップできます。

手順

1. タスク仕様 XML ファイルを作成します。

2. XML ファイルで、入力パラメータとしてスクリプト名を入力します。

3. タスク仕様 XML ファイルを保存します。
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4. 次のコマンドを使用して、セカンダリストレージへのデータベースの保護されたバックアップを作成しま
す。

保護されたバックアップを作成する際には'-taskspec’オプションの後に’保存されたタスク仕様XMLファイ
ルの完全なパスを指定する必要があります

例：「smsapbackup create -profile test_profile -full-online-taskspec」C：\\mirror\\snapvault.xml

Data ONTAP 7-Mode を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造の例を次に示します。

# <post-tasks>

#                <task>

#                  <name>Vault the backup</name>

#                   <description>Vault the backup</description>

#              </task>

#         <post-tasks>

clustered Data ONTAP を使用している場合のポストプロセスタスクの仕様構造の例を次に示します。

# <task-specification>

#                <post-tasks>

#                  <task>

#                   <name>"Vault the backup for cDOT"</name>

#                 <parameter>

#                    <name>SNAPSHOT_LABEL</name>

#                    <value>TST</value>

#                    </parameter>

#                  </task>

#                </post-tasks>

#              </task-specification>

#            </preposttask-specification>
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